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研究主題

身に付けた力を生かし、進んで音楽とかかわる子どもを育てる指導の工夫

1研 究の概要

1研 究主題設定 の理 由

来年度か ら学校は完全週5日 制 とな り、学習指導要領の趣旨 ・精神 にのっ とった新教育課程

が本格的に実施 される。 小学校の音楽科で は、教育 内容の厳選 と基礎 ・基本 の徹底 を図 り、児

童一人一人の個性 を生か し、豊かな人間性 を育む ことが ことのほか重要 とな る。

私 たちは研究 に先立 ち、 この課題 を踏まえ幾多の議論 を交わ した。その結果、研究員全員が

「どの子 にも音楽 とかかわ る喜び を与えた い。そ して心豊 かな人間 に成長 して ほ しい。」 とい

う共通 した願 いをもって いることが分かった。そ して、 この願いの実現 を図るため には、その

素地 をつ く り上げる小学校 の音楽科教育が大切であ り、一時間一時間の授業 にお ける楽 しい学

習展開の中で基礎基本 を確実 に習得 し、 自ら進んで音楽 とかかわ るための能 力や態度 を育成す

る ことが肝 要である。

基礎 ・基本の習得は児童 自身が音楽のよさや美 しさを感 じ取 り、表現への意欲 を高めた り、

自分のよさや可能性 を発揮 して進んで音楽活動 した りす る ことと深いつなが りが ある。授業に

おいては、何よ りも一人一人の児童が大切にされ、そ のよさが生かされ る楽 しい音楽活動がで

きることを願 い、身に付 けた基礎 ・基本の力を土台 として どの児童 も進 んで音楽 とかかわ って

いけるよ う、個に応 じた学習形態の工夫 について研究 した。そ のため、教師の指導 のね らいを

明確 にす る とともに、児童の願いを把握する ことの重要性 に立ち返った。

この研究で は、まず、音楽活動に必要な基礎 的 ・基本的能力 とは何かを学習指 導要領 の改訂

の趣旨 を踏 まえて的確 に把握 し、児童が今 までに身 に付けてきた能力の実態 をできるだ け明確

にす ることにより、研究 を具体的に展開す ることとした。また、基礎的 ・基本的諸能 力の習得

にっ いては、複数学年で の弾力的な扱 いとともに、小学校6年 間を見通 した各学年の指導 計画

を作成する こととした。 さらに、 このようにして身に付けた力を生か して、進んで音楽 とかか

わる児童 を育て るための手だて として、一人一人の感 じ方 やよさを生かせるような様 々な学習

形態 の工夫や複数の学習過程の設定 を試みよ うと考えた。 これは、一人一人の児 童が充実感や

喜び を感 じ、次へのステ ップを楽 しみ にしなが ら活動できるよ うにするためである。 この こと

は、児童が 自分 の力を見つ め、学習 の内容や方法を判断 し、 さらに自ら音楽 を追求 し続 けよう

とす る力を育て ることにもつながると思われる。

これ らの考 えか ら研究 を進め るに当た り、 目指す児童像を次のようにとらえた。

①音楽 のよ さや美 しさを感 じ取 り、自らそれ らを追求する子

② これ まで に身に付けた基礎的な能力 を生か し、進んで音 楽活動す る子

③ 自分 の思 いや願 いを音楽で表現す ることに喜びを得 ようとする子
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このように、児童が 自分の もっている力を生か し、音楽 を感 じ、表現 し、更 なるステ ップへ

進 もう とす る児童を育てた いと願 って本主題 を設定 した。

2研 究のね らい

児童の基礎的な能 力の確 実な定着 は、身 に付いた能力の把握→個 の能力が生か される→進ん

で音楽活動する という展開の中か ら図 られる もので ある。 したが って、教 師には、この学習過

程の一つ一つを児童が いか に自分 の活動 としていくことができるよ うにす るかが求め られて い

る。

(1)身 に付けた力の把握

① 意識調査や観察な どを通 し、児童一人一 人が これ まで に身 に付けている力や新 しく身に付

ける力 を情意 面、技能面 か ら的確 に把握す る。

② 題材 を通 して新 しく身に付 けた力 を分析 し、児童 自身がその力を生か し、 さ らにどのよう

な音楽 に発展 させよ うとして いるか を把握 し分析 ・考察する。

(2)一 人一人が伸びる授業構想

児童が、 自分 の力 を生か して進んで音楽 とかかわって いくために次の点を重視す る。

① 小集 団の有効な活用

② 児童 に分か りやす い学習過程の明示

③ 児童 による効果 的な学習方法の選択及びスモールステ ップ方式 の活用

④ 児童 の学習カー ドによる学習過程 の見直 し

3研 究 の方法

(D基 礎研究

① 先行事例の研究 ② 文献研究 ③ 児童 の実態把握 と分析 ・考察 ④ 年間指導計画 の作成

(2)授 業研究

① 授業 を行 い、研究 の2つ の視点 についての効果的な方法 を探 る。

② 授業記録や児童の活動 を分析 ・考察 し、効果的な教師 の指導を探 る。
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4 研究の構想図

音楽科の改善の基本方針 学習指導要領のねらい

音楽科の目標

表現及び鑑賞の活動を通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育てるととも

に、音楽活動の基礎的な能力を培い、豊かな情操を養う。

目指す児童像

(1)音楽のよさや美 しさを感 じ取 り、自らそれ らを追求する子

(2)これまでに身に付 けた基礎的な能力を生か し、進んで音楽活動 をする子

(3)自分の思いや願いを音楽で表現することに喜びを得ようとする子

研究主題

身に付けた力を生かし、進んで音楽とかかわる子どもを育てる指導の工夫

研究仮説

児童がこれまでに身に付けた力を振 り返 り、それを活用することによ りさらに自分の

思いや願 いを生か した音楽活動をする喜びを得ることができるであろう。

一 研究の内容

音楽活動 の豊 かな広 が り
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教師による個人評価
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一 身に付けた力_謡 ノ
1廟研究の方法

(1)基 礎研究(2)授 業研究

l
i研 究のまとめ(成 果と課題)1
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Il研 究の内容

1「 身 に付けた 力」 を把握す る こと

一人一人の児童 は、様々な個 性や よさをもって いる。そ の個性やよさが十分 に伸ばされ 、よ

り主体的 に音楽 とかかわってい くため には、児童の成長に教師が見通 しをもって指導 して い く

ことが必 要である。そ のため に私 たちは、「身 に付 けた力」を把握する ことに着 目し、次 の3

っの点 を検討 した。

(1)「 身 に付 けた力」の見通 しについて、次の3つ の学習過程(プ ロセス)を 設定 した。

① これ まで に身に付 けた 力 … これ までの音 楽活 動や 日常 生活の中で 身に付 けて きた力で

あ り、現在学習 中の題材で音 楽活動 をするため に必要な力

② 今 身に付 けよ うと している力 … 現在学習 中の題材 の中で身 に付 けてい く力、身に付 き

つつ ある力

③ これか ら身に付 けたい力 … 音楽活動をさ らに発展 させて いくため に身 に付 けて いきた

い力

(2)上 記 の3つ の力の うち 、 「すで に身に付 けた力」 につ いて は、児童がそれ を把 握 して こ

そ、次へ の課題 を見つ けた り、取 り組 もうとす る意欲が生まれてきた りする。

児童 自身による把握 につ いては、自分が興 味を持 っている ことや音楽に対す る思 いや願 いを

考え ること、また、 自分 にできる こととできないことを考 える ことな ど、 自分 を見 つめ直す こ

とを通 して、現在 自分のもっている力を再認識す ることができる。 また、そ こか ら自分が学習

すべき 目当て を見 つける ことができると考える。

教師 による把握 について は、児童一人一人の意識や技能 面で の力 を再確認す ることで、個 に

応 じた指導法 を工夫す る ことができる。 また、それ らの力が明確 になれば、 日々の授業 にお い

て、児童が、よ り主体 的な音楽活動を展開できると考える。

(3)身 に付 けた力は、情意面 と技能面 の2つ の面か らと らえる必要がある。そ の把握 の方 法

としては、次のよ うな ことが挙げ られ る。

① 情意面においては、学習記録カー ド、観察、意識調査 のアンケー トな どが考 え られ る。

② 技能面 にお いては、学習指導要領 に即 して、それぞれ の学年の発達段階に沿 った内容 を考

え、把握 していくことが考 え られる。特 に、各題材 においてそ の時まで にできている ことと、

で きていないことを把握す ることも大切である。

このよ うに観察や意識調査な どを通 して、情意面 と技能面 の両面か ら一人一人の児童 にどの

ような力が付いているのか、 どのような方法で身 に付けて きたのか、 どのよ うな音楽活動がで

きるのかを教師が知る ことは、学習計画や年間指導計画を立て る上で不可欠である。 また、身

に付 けた力を把握 していくことは、年間指導計画 を実 施 して いく上で、計画 を振 り返 った り、

指導 内容や指導方法な どを修 正 した りする際にも重要 であると思われ る。

以上のよ うに児童 が身に付けた力を児童 と教師それぞれが把握 することは、児童一 人一 人が、

その力を生か して充実 した、よ り豊かな音楽活動ができるようにすることへ とつながる。
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(1)「 身に付 けた力」 を把握す る実践事例(授 業前)

ア 「身 に付けた力」のアンケー ト そ の1'

前章で述べた とお り、児童が これ まで に身に付 けた力を把握す るため には、観察 の他に児童

対 象のア ンケー ト調査が考え られ る。下記の表は、授業 を行 う前 にアンケー トを実施 し、その

結果 をまとめた ものである。

教1面の齢喫 アンケー 、

児

童

■

意

欲

音

程

発

声

声

量

表

現

か 自
分
の
声
は
好
き
で
す

か 歌
う
こ
と
は
好き

で
す

で 一
す 人
か で
歌
う
の
が
好
き

な 一
り 人
た で
い 歌
で え
す る
か よ
う
に

で 歌
す が
か 好
き
に
な
り
た
い

1 ふつう ふつう きらい いいえ
・

いいλ

2 ○ き らい すき きらい
・い い 凡
すでに

3 き らい き らい きらい いいえ いいえ

4 き らい すき すき はい はい

5

■

o き らい すき すき はい はい

6

1

△ すき すき★ すき★ はい はい★

7

1

きらい き らい きらい いいえ いいえ

8

■

きらい すき★ すき★
,

い いλ はい

9

■

△ すき すき★ すき★ はい はい

10

■

o きらい すき き らい はい はい

11

■

◎ きらい すき きらい はい すでに

12

■

△ きらい きらい き らい はい はい

13

■

△ すき すき★ すき はい はい

14

■

ふつ う ふつう き らい
,

いいλ いいえ

15 きらい きらい き らい いいえ はい

16 △ きらい ふつう き らい
,

いいλ はい

17

■

⑦ 地声 ふつ う きらい き らい いいえ はい

18

■

ふつ う きらい き らい いいえ いいえ

19

■

◎ すき すき すき はい はい

20

■

○ ○ すき きらい★ すき いいえ はい

21

■

き らい すき きらい いいえ ふつう

22

■

○ ◎ すき すき すき できる すでに

23

■

すき き らい すき いいえ いいえ

24

.

ふつう ふつ う きらい いいえ いいえ

25

■

き らい き らい きらい はい はい★

26 ふつう ふつ う ふつ う ふつう ふつう

27 △ △ きらい ふつう ふつう はい ふつ う

○ … 良い

◎ … 大変良い

② … もう少し

△… まだまだ

★… 教師の予想 と違った児童

【考察】

・歌 うことに対す る児童 の思い と教師の思 いの相違点が明 らか になった
。

・児童が今身 に付 けている力(情 意面 と技能面)が 明 らかにな り、そ こか ら題材 目標 を設定す

る ことができた。

・アンケー トや分析の項 目については、文章の表現や身に付 けた力の細かな言 い表 し方につい

て、 まだ不十分 さが残 っている。さ らに研究 を続け、よ り信頼性のある もの としたい。 この

点が解 明されれば、題材のね らいや評価規準 を立てる際 に大 きな参考 とな ると思われ る。
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イ 「身に付 けた力」のア ンケー ト その2(授 業後)J

前節のアンケー トをもとに授業 を行 い、授業後 に再びア ンケー トを取 り、その結果 をま とめ

た ものが下記の表で ある。

教即の観奈 〆 ノ ワ『一 ト

児

童

■

意

欲

音

程

発

声

声

量

表

現

り 歌
ま が
し 好
た き
か に
な

え 聴 友
ま き だ
し な ち
た が の
か ら 声
歌 を

か て 気
歌 持
え ち
ま を
し 込
た め

か に 声
な が
り で
ま る
し よ
た う

で を ま
す し た
か て 歌
み の
た 発
い 表

1 いいえ ↓ ふつう ふつう ふつう いいえ

2

■

○ ↑ はい はい ふつう はい いいえ

3

■

○ 青 ふつう ↑ ふつう ふつう ふつう いいえ

4

■

はい はい はい ふつう
,いい 凡

5

■

○ ふつう ↑ はい ふつう はい はい

6

■

↑ ↑
はい はい はい はい はい

7

■

↑ ふつう ↑ はい はい ふつう いいえ

8

1

0 ↑ ふつう ふつう ふつう ふつう いいえ

9

1

↑ はい はい はい はい はい

10

■

はい はい はい はい はい

11

■

◎ ○ はい はい はい はい はい

12

■

↑ ふつう ↑ はい いいえ ふつう
冒

いい凡

13

■

ふつう` はい いいえ
7

い い ス,
,

いいえ

14

■

はい ふつう はい ふつう いいえ

15

■

介 曾 はい 曾 はい ふつう はい いいえ

16

■

ふつう ふつう はい ふつう いいえ

17

■

歌う声 ふつう ↑ ふつう ふつう はい はい

18

1

倉 ↑ いいえ ふつう
ー

いいλ
,

い いス, いいえ

19

■

◎ ○ はい はい はい はい いいえ

20

■

奮 ○ ◎ ふつう ↑
,い い λ

はい はい はい

21

■

ふつう ↓ はい はい はい
,

いいλ

22

■

○ はい はい はい はい はい

23

■

ふつう ↑ いいえ はい ふつ う いいえ

24

■

はい 曾 ふつう ふつう ふつ う はい

25

■

ふつう ↑ はい はい はい
Pいい
λ

26

■

↑ ↑ ふつう はい ふつう ふつ う はい

27

■

↑ △ はい ↑ はい はい はい はい

○… 良い

◎… 大変良い

②… もう少し

△… まだまだ

↑… 事前ア ンケー ト

より上がった

↓… 事前ア ンケー ト

よ り下が った

曾… 事前アンケー トよ

り大変上が った

【考察】

・児童の歌に対する意欲や技術 が向上 した ことがよ く現れている。また、児童 自身が自分たち

の意欲や技術だけで はな く、友達の意欲や技術 にまで関心を寄せて いる ことが非常 に興味深

い。

・自分が この題材で どのよ うな 力を付けたのかが 自覚 しやすい。 このアンケー トの結果は、 自

分がさ らに何を身に付けるべ きか、あるいは、 これか ら音楽活動 をどのように発展 させ られ

そ うか など、 これか ら身に付 けたい力を考 える上で のヒン トとな っている。
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(2)音 楽科の学習内容 と音楽的要素 の関連 を重視 した指導の例 ※次頁 に続 く

ロR
門

ご十

項

嵩f

焦点を当てた音楽的要素と活動例 記号

表

歌 唱

1

・

2

学

年

拍感 リズ ム感 音程 感 フレーズ 感

・拍 打 ち ・階名 で模 唱 ・暗 唱

・リズ ム打 ち ・ふ し問答(ミ レ ドラ ,)

・リズ ム唱 順次進行、2度 ・3度音程

・リズ ム譜 聴いたふしを模倣して歌う

・ふ し問答(ソ ミ レ ドラ ,)

拍 子感 順次進行、2度 ・3度音程

・バ ッテ リー 奏 聴いたふしを模倣して歌う

妥

号

一線譜

三線譜

.

φ
五線譜

予

lll

l!::1

9

F

#』1

!霊 ず

㎎PP

(
ス ラー

1).C.

F5πθ

音
〈 〉-

r
J.96

歌声 ・発音

歌詞の情景

・斉唱

・交互唱

・輪唱

3

・

4

学

年

拍 の流 れ とフレーズ 感 音 程感 フレーズ 感

・リズ ム 問答 ・ふ し 問答(ソ ミ レ ドラ ,)

聴いたリズムを模倣して 跳躍を含む4度5度 音程

叩く 聴いたふしを模倣して歌う

続きのふしをつくって歌う

音 階 と調性

・リズムオスティナー ト ・ハ 長 調 の視 唱 ・視 奏

・簡単な ・日本 のふ し

リズムアンサ ンブル ・5音 階 のふ し

呼吸 ・発音

自然な声

歌詞の内容

・交互唱 ・輪唱

・部分二部合唱

・簡単な二部合唱

※例P22聯 ぐ5のクラズノ

肢だ5'

5

・

6

学

年

拍の流 れとフレーズ感 ・イ短調 の視唱 ・視奏

音の重 なり

・リズムカ ノン 音の重なり ・和声の響き

・長調(IIVV)

・リズムアンサンブル 音階と調性

お はや し ・日本のふ し

世界の伝統音楽 ・長音階

・短 音階

・半音階

呼吸 ・発音の工夫

自然 な声 、豊 か な響

き

歌詞の内容

・輪唱(二 声 ・三声)

・二部合唱

・三部合唱

※例P18鰍 あ娩 ラノ

圏
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現(小 学校学習指導要領 の内容 との関連か ら) 鑑 賞

器 楽 つ くって表現

(小学校学習指導要領の内容との関連から)

身近な楽器 リズムをつくる リズム、旋律及び速さ、音色

簡単なリズムや旋律を演奏

・既習の楽器 ・音 あ そび 情景を思い浮かべやすい曲

カ スタネ ッ ト ・タ ンバ リン
・リズ ム あそ び

すず ・トライアングル 行進曲 ・踊 りの音楽

小太鼓 ・大太鼓 ・音 づ く り 身体表現

鍵盤ハーモニカ ・リズ ム づ く り 親しみやすい曲

オル ガ ン ・木 琴 ・鉄 琴 ・音 さが し

ミ ュー ジ ック ベル

音色に気を付けて 音や組み合わせの工夫 音楽の要素 ・音色の特徴

簡単な重奏や合奏 リズムや旋律をつくる それらの組み合わせ

※例p10粥 ぎ5動 ・ふ しあ そび

・既習の楽器 ・楽器遊び 聴 く楽 しさを得やす い曲

旋律楽器 ・打楽器 ・リズム伴奏 あそび

リコ ー ダー ・ア コー デ ィ オ ン 劇 ・管弦楽 ・郷土の音楽

電子楽器 ・和楽器 ・ふ しづ く り 独 奏、合奏 を含 めた いろ いろ

民族音楽 ・リズム伴奏づ く り な種 類 ・様 々な演奏形 態 によ

リズム伴奏を生かした合奏 ・音 え らび る楽曲

・ラテ ン音 楽

音色の特徴を生かして 曲の構成を工夫 音楽の要素と曲想とのかかわり

※ 例P19'ラ 滞rズコンチェ〃AJ 創造的な表現 音色 ・音や声 の重なりによる響き

重奏 ・合奏 ※ 例P19'ラ ノrrズコンチェ〃AJ

小編成 ・大編成 ・リズムア ンサ ンブル 聴く喜びを得やすい曲

様々な形態 づ く り

・IIVVの 和 音 に よ る 歌 曲 ・室 内楽 ・我が 国の伝統

・既習 の楽器 ふ しづ くり 音 楽、諸外 国に伝 わ る音 楽、

旋律楽器 ・打楽器 ・お は や しづ く り 独唱 、合唱 、重 奏 を含 めた い

和楽器 ・民族楽器 ・即興表現 ろいうな種類 ・様 々 な演 奏形

管楽器 ・電子 楽器 態による楽曲
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2身 に付 けた力を生か して、進んで音楽活動 をするための手だて

(1)小 集団活動

音楽活動 をする上での学習形態は様 々であるが、互いに励 まし合 い認め合 う友達 とのかかわ

りを通 した 中で、一人一人の児童の身に付 けた力が生かされ、進 んで音楽 にかかわっていける

のではないか と考 え 「小集 団活動」 を取 り入れた。なお、 「小集団」は、一人一人 の児童 の能

力を考慮 した上で児童3～5人 で構成 した。

ア 小集団活動で育っ力

(ア)社 会性 を育てる

児童 は、 自分の行動や態度が友達 に受け入れ られ た り、あるいは受け入れ られなか った りす

る経験 を重ねなが ら様々な ことを習得 していく。例 えば、相手が どのような立場 に立ち、何 を

考え、 自分に何 を期待 して いるかを察知す ることもできるよ うになる。 さらに、感謝する心 、

困って いる友達 を思いや った り援助 した りす る心 、共通の 目的 を達成 しよ うと協力 し合 う心な

どを学ぶ ことができる。 さ らに、互 いに励 まし合い、認め合 う音楽活動 を進めることによって

温かい雰囲気 の中で音楽活動ができるよ うにな り、一体感や安心感が育っ。

(イ)自 分 自身を客観的 に捉 える

友達 と音楽活動をす る ことを通 して、自分 にとって は難 しい曲 を容易 に演奏できる友達が い

ることを知 った り、 自分 自身や友達の能 力の特徴や違 う考 え方のよさを知った りす る ことがで

きるな ど、児童が、 自分 と音楽 とのかかわ りを見つ め直す機会 となる。

(ウ)思 考力や判断 力、技能 の向上

自分の努 力が認め られ、よさを発揮 して いくことによって友達か ら共感が得 られ、 自分のめ

あて達成への援助 が得 られる。その ことによって演奏技能が向上 し、さらに友達か らの称賛や

励 ましを受 けて意欲が持続 し、技能的にも伸びることができる。また、児童が積極 的に教え合

っている内容のほとん どは、演奏技能や奏法、歌 い方や練習の仕方 の工夫についてである。 こ

れ らによ りさらに技能が高まった り、奏法や歌 い方が上達 した りして、よ り音楽の楽 しさを味

わうことができるようになる と考え られ る。

また、話 し合 い、教え合 う活動な ど友達 とのかかわ りが充実 して くると、技能 を習得 した児

童は、まだ習得 して いない児童 を 「過去の 自分」 として見 ることができるとともに、逆 に 「未

来の 自分」の姿 も見 ることがで きるようになる。 このように、友達の立場 になって考えてい く

ことによ り、技能的な ことに関する話 し合いや教え合 い、あるいは課題解決 に向けての練習の

工夫な どが活性化 される と考 える。

イ 実践事例1(第3学 年 器楽)

(ア)題 材名 「音 を重ねて合 わせ よう」

(イ)題 材のね らい

・音が重な る響き合 いの美 しさに気付き、表現 の工夫ができるよ うにする。

・友だちと協力 し合 って演奏 した り、聴 き合った りする楽 しさを味わ う。
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(ウ)教 材 「き らき ら星」

(エ)学 習内容

・第一次 イ メージを感 じなが ら拍の流れ にの り、音色 に気 を付 けて演奏す る。

・第二次 音の響き合 いの美 しさを目指 した表現の工夫 をす る。

・第三次 自己評価や相互評価 をしなが ら表現 した り聴き合った りする。

(オ)学 習計画

次

第

一

次

第

次

第

次

時

1

2

3

4

FO

6

7

主 な 学 習 活 動

・主旋律を歌詞唱や階名視唱し、リコ

ーダLや グロッケンで演奏する。

・副次的旋律を歌詞唱や階名視唱し、

リコーダーやグロッケンで演奏す

る。

・小集団の中で、一人一人が自分のめ

あての練習をする。1」・集団の中で互

いに聴き合い、評価し合う。

(チャレンジカー ド使用)

・ふしの重ね方や楽器の組み合わせを

話し合い、ふしを重ねて合わせる。

・小集団や小集団相互でふしを重ね、

演奏を聴き合う。

・みんなでふしを重ねて演奏したり聴

き合ったりする。

グ ル ー プ の 学 習 の 様 子

教師が一人一人を見取り、小集団をつくる

A児(友 だちにリズムや読譜を教えることができ、リコーダーの演奏技

能力塙 い。)

B児(学 習に意欲的に取り組み、読譜やリコーダーの運指は自分の力で

できる。)

C児(歌 は意欲的に歌うが、リコーダーに対しては苦手意識をもってい

る。)

C児 の つ ぶ や き

「音がわからないからリコーダーが吹けないよ、つまらないな … 」

C児 の学習カードの 『楽しさ』の項 目が 「もう少し」だった。

教師の支援 ◎ さ臥 △さ孤 ロさんが困ってるみたいだから、次の時間、

リコータ」の指使いや音を教えてあげてくれる?」

・…A児 の活動

階名を教える、歌ってあげる、

C児 の手を取り運指を教える。

B児 の ことば掛 け

「ゆっくり吹くといいよ、がんばろ

う。」

※C児 の学習カー ドの 『楽しさ』の項 目が 「はい」になった。

唾 さ糠 て弩れ砂 しふけるようになってうれ_11
教師の支援 「○班で優しく教えてもらって上手になった友だちがいるよ。」

とみんなに紹介する。

ζ蝦 灘
A児 の活動

C児 に、B児 の肩に手でタンタンタンと

リズムを取らせ、自分は「緒に吹いてい

た。

教師の支援 「拍の流れにのるために、工夫して練習しているよ。」と紹介

し、練習している様子を見せる。

～他のノ」喋 団の演奏を聴いての感想㌧

・…A児""…

メ ロディーを8分 音

符に細かくしたのが

す ごい。私もやって

みたい。

麹
C児

3人で一生懸命、協

力して音を合わせて
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ウ

(ア)

(イ)

(ウ)

(エ)

(オ)

実践事例2(第6学 年 歌唱)

題材名 「歌声 を合わせよ う」

題材のね らい

・自分 の声や友だちの声 を聴いた り、一緒 に歌 った りしなが ら、 自分 の持ち味 を生か して表

現 の工夫ができるようにする。

・友 だち と協力 して歌 った り、聴 き合った りして、合唱 の美 しさを味わ う。

教材 「歌よあ りが とう」(同 声三部合唱)

学習内容

・第一次 全体 の曲想やパー トの特徴 を感 じ取 って歌 う。

・第二次 互 いの声 の響き合いを感 じ取って歌 う。

・第三次 表現 の向上への見通 しをもって一人や小集団で活動 をする
。

学習計画

次

第

次

第

時

-
↓

9
白

3

4

主 な 学 習 活 動

・主旋律を歌う。

・アルト・メゾソプラノのノ← トを歌 う。

・昧繍 コ勧 と)で(聡 カー

ドに自分の目標輔 画を書く。

・できるところから臨 】合うて 聴き合い

なう淵 価していく。

(学 習1)※ 匿ぺ≒シ参照

。幣 フ撚 》ヒり、碓ワン』勲}

パートを重ねたり、全体で合わぜ(みた

りしながら曲圃踵腕 かむ

グ ル ー プ の 学 習 の 様 子

罐 く謝 漂韮 瓢 描1どこから始めたらし乳乳だろう・・

教 師 の 支 援 「ピアノて音をとってあげると歌いやすレね

最切灘)て からll醒瀧歌)てみるとし)し痴

A児の活動

,…E児 鷹
「

恥ずかしがっているCDEに 「緒 こ

歌ってみよう」と声を閾ける

!高レ輯 樹 きかったけど 音程ま合ってきたからよかった
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次

第

次

5

ρ0

7

∩
◎

Q
り

・ノ」鮫 各ノ'←一ト蟹 る緕習

をする

・ノ」藁 繍 整 合う。

(学 習2)※[5ハ ←ジ参照

・三声部をリニトーダーて吹き、響きをっ

くそ』

・三声部を歌 う。

・それぞれぴ」彙動活曜ホる剖脳)担

したりして 歌い合つたり、聴き合った

りしながら クラヌ独自の 歌よありが

とう」をつくり」ザる

;}lizE2sん のように堂々激)て みたい

Dり脇1や き

相手の明の鋤 ミどうだったか 自分の意見を言えなカリた…

教 師 の 支 援 声の大きさ、[鵬 づ方 音陛 響き パートの

バランスなど ど肋 》-rブ&渇か ら注目しよう。

・一・-Aシ 嚇 鋤

舘手ク)L戸ブ臥)音阻ま合づているレナどもう少し声か出そうたね

鋤 鞭 うお結隅出るよ

※聴くポイントが」ヒ)きりしs活動力Y甜化LtCb
♂

工 考察

小集団活動を取 り入れ ることによって、友達 のよさを見つ けた り、一人一人 に合った ア ドバ

イスを伝えた りして、互 いに認め合 い励 まし合 う姿が多 く見 られるよ うにな った。また 、学習

カー ドか らも分か るよ うに、 どち らの事例で も 「楽 しさ」 「よさを認 める」の項 目では 、児童

の意識が高まる傾向が見 られた。 これ は、3年 生の器楽 の事例では 「3人 で一緒 に合わせて合

奏す る」、6年 生の歌唱の事例で は 「自分たちの歌声を重ね て響 き合わせ る」 という、 どち ら

も共通の 目的をもっ ことができたために、児童が小集 団としての仲間意識 をもち、一人一人の

役割や責任感が 自然 とでき上がって いったため と思 われ る。また、 これ らの活動 を通 して一人

一人の技能 も伸びた。 これ もやは り、小集 団における友達 との温か く支持的な雰 囲気の中で、

楽 しさに溢れたかかわ りがあったためであろうと思 われ る。
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(2)児 童 と教師のための学習(チ ェック ・指導)カ ー ド

学習(チ ェ ック ・指導)カ ー ドの項 目は、児童が進 んで音楽 とかかわ ろうとす る気持 ちや教

師が身に付 けさせた い能力も含 まれる。また、自己評価 によって活動 を振 り返 るため の学習(チ

ェ ック)カ ー ドは、児 童が音楽活動を進んで行 う上で効果があった。

児童 は、各項 目を自己評価す ることによって、次の学習のめあて をもつ ことができる。また、

教師は・毎時間の一人一人の学習(チ ェ ック)カ ー ドか ら児童の実態 を把握 し、次時への指導

につな ぐことができる。

ア 実践事例(第3学 年 器楽)

(ア)学 習(チ ェ ック)カ ー ド

今 日の音楽 自分のめあ 音楽を自分 友だちとな 友だちのよ 次の時問のめあてややっ

は楽しかっ てにむかっ なりに考え かよく音楽 いところや てみたいことを書きましょ

たですか。 てがんばり ながらとり できました がんばりを う,

ました か。 〈めました
◎

か. みつけるこ

.

か. とができま

したか.

・(はい
})
・(迦ジ 。 は い ・(遡) ・ は い リコーダーもきれいにふけ

・ふ つ う ・ふ つ う ・⑤ ・ふ つ う ・⑤ るようになりたい.

・も う少 し ・も う少 し ・も う少 し ・も う少 し ・も う少 し

・('ーはい
一)
・(亀) 〈はい一) ・(迦) ・(ぞ　はい一) Kち ゃんが、あたらしい音

・ふ つ う ・ふ つ う ・ふ つ う ・ふ つ う ・ふ つ う とか音楽とかできてていい

・も う少 し ・も う少 し ・も う少 し ・も う少 し ・も う少 し なと思いました.

・㊥ <魎) ・(亀) ・(はい
))
・(迦) E子 ちゃんとKくんがやさ

・ふ つ う ・ふ つ う ・ふ つ う ・ふ つ う ・ふ つ う しくおしえてくれたのでじょ
・も う{〆 し ・も う少 し ・も う少 し ・も う少 し ・も う少 し うずにふけたよ.

・(屯) ・(逆) <輕) ・ は い ・(⑪ きょうわたしはおりひめを

。ふ つ う ・ふ つ う ・ふ つ う ・⑤ ・ふ つ う ひけました.

・も う少 し ・も う少 し ・もう少 し ・も う少 し ・も う少 し

↓

楽

し

さ

↓

(
め

あ

て

に

む

か

っ

て

)

課

題

意

識

↓

(
考

え

な
が

ら
)

思
考

↓

(
仲

良

く

)

か

か
わ

り

↓

よ

さ

を

認

め

る

(イ)学 習(チ ェ ック)カ ー ド集 計 グ ラフ
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+楽 しさ

・・一響… ・課題意識{め あて に向 か って}

一 倉 一 思考(考 えなが ら)

一∈卜・・ 関わ り(仲 良 く)

一 ∈}・● 良 さを認める
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イ 実践事 例(第6学 年 歌唱)

6年 生の歌唱 の学習活動で、学習(計 画)カ ー ド ∫未来の 自分にむかって!」 を活用 し・児

童 が見通 しを もって学習計画 を立て ることができるようにした・

このカー ドによ り、児童は学習 を通 して 「自分は こうな りたい」 とい う目標 を立てその達成

のための課 題 をもち、学習計画 をつ くることがで きた。 このことによ り、児童 は学習 の取 り組

みへの意欲 を もち、進んで音楽 とか かわる ことができた。

(ア)学 習(計 画)カ ー ド *目 傑*

音程に気をつけて大きな声で歌う 、

日時 縫瞥第一回目 慶冒露二回目
9/21 9/28 9/29 10/5 【0/6

音程を 大 き な 声 躍 " 9 自信 を ● はもらせる瞬

践題 合 わせる で もつ 櫓革の奮を妻
く

今Bは.み ん 今 日 は.シ ー 今 日は 拳習 今巳ば.判 足 み ん な の 前
なはずかしが ルが なくなる 2以 外全齢シ する方 ですご で歌うてから

誘勤 つてやらなか まで頑張 りま 一ルがつきま く難しかった すごく自信 を
った けど.次 した.次 は 全 した!で も時 です. 縛てたL学
は.は ずかし 部シー ルでう間がなくて男 失敗したけど 晋2で も、3
修 がらないで め たいです. 子 が シ ー ル 次は商張りま 班 とう蜜くや
頑 張 り 寓 それに犬きな をもらえなか す! り含えてずご
正 す 目 声で歌え塞しったです。少 く棄 しか った

た. し、自信が も です1
可 てるようにな

った!? い ろ ん な ア

どんなと こ ドパ イ ス を
すごい! ろ を失 敗 し もらえたり,

期待 してい 進 歩 して る す ば らし い た のか な? 言 う こ とが
ます! んだね. よ! どん な と こ で きたのか

ろ を國 張 る な.
の?

(イ)学 習(チ ェ ック)カ ー ドの 集 計(途 中経 過)

1 2 3 4 5

意欲 ＼ 1。 今 日の 音 楽 は 楽し

く取り組めましたか。
はい48%

ふつう34

85

14

57

34

1.4

68

82

17
もう少し14 0 8 20 0

技能 ←＼
＼ 2.今 日の 課題 を達 成
することが出来ました

40

28

57

31

42

34

17

42

74

22

か 。 ・ 31 11 8 40 5

創意工夫
3.音 楽の活動を自分 45 57 42 25 85

(例)一 緒に歌う の仲間と工夫しなが 40 37 40 42 14

協力
ら取り組めましたか。 14 5 17 31 0

＼ 4.仲 間と協 力しあって
音 楽活 動 ができまし

51

34

82

14

54

31

28

54

71

28

容認、貢献
たか。 14 0 14 17 0

)ア ドバ イ ス.拍 、
5.仲 間の良さに気づい

たり、良さを生か した

25

57

42

48

20

57

17

48

65

22

補 助 、笑 顔 、 称 賛 、 りすることが出来まし
たか。

17 8 22 34 11

励 ま し
↓ ↓ ↓ ↓ ・ ↓

次 の指導 ← 分析 ・考察 ← ← ←
初

め
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学
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の
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を
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た

せ

る

た

め

に

、

全

員

で

は

じ

め

か

ら
重

ね

て
歌

う

。

学

習

2

の

や

り

方

の

説

明

が
.長

く

な

っ
て
し

ま

っ
た

か

?

学

習

1

と

学

習

2

の

予

備

練

習

を

し
た

。

予

備

練

習

で
と

ま

ど

っ
た
。
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(ウ)題 材 終 了後 の 学習(チ ェ ック)カ ー ド 集計

学習(チ ェック)カ ー ド集計
100

80

60

40

20

バ

.

陳

隊

。

翼_
野《 ンi

0
1回 目2回 目3回 目4回85回 目6回 目7回 目8回 目9回 目

中 意欲

… … 援能

盛一 創意工夫

一 協カ

ー 容認 ・貫献

(エ)ア ンケー トの結果

学習(チ ェック)カ ードや未来への自分カー ドは練習の役に立ちましたか

(22.2%)

い い え

(72.2%)

は い

注意 した らいいのか分かった。 ・これ を見 ればそ の 日の様子が分か るか ら

で きたか ら ・どういう風 に変わったのかわかるか ら。

【いいえの理 由】 ・あま り使わ なか った ・いや でもや らなけれ ばな らな くなるか ら

・楽 しくない

児童 の感想

【はい の理 由】

・先生が 一言書 いて くれ

るのが うれ しか った。

・や り方 が分 か った 。

・頑張 ろ うとい う気持 ち

になれ た。

・来週 は こうやろ うとか

目標 に近 くなった とか

思 えたか ら。

・次 に どん な と ころ を

・目標 を達成

・楽 しいか ら

(オ)考 察

学習(チ ェック)カ ー ドによって児童が 自己評価 を行 うことによ り、学習の取 り組みへの意

識 を高めた り、教師がその児童へ どのような支援 をした らいいか観点が 明確 になった りする。

実 際の授業の 中では、「もう少 し」 に印を多 く付 けている児童や班 に対 して 困って いること

を確認 し、解決方法 をともに考えた り励 ました りする ことによって活動 の意欲 を持続 させる こ

とがで きた。 また、学習(チ ェック)カ ー ドは、授業の中で児童一 人一人が何 を考 え、 どうし

た いと思 って いるのか を、毎時間理解す るための手掛か りとなった。 さ らに、児童 の活動自体

が、教師の支援の在 り方を振 り返る ことにもつなが り、授業の進め方の見直 しにもなった。

一一一一16一



(3)児 童の実態 に合わせた教材化 と一人一人に合 った学習過程(ス モール ステ ップ)

児童が、今 もって いる力を生か して進んで音楽 とかかわっていけるよ うに、児童の実態 に合

わせ て楽曲を教材化 した。そ うす ることによ り、児童が、 自分 の身に付 いた 力を もとに学習の

流れを組 み立て る ことができると考 えた。

ア 実践事例(第3学 年 器楽)

「き らき ら星 」のメロディー をみんなで演奏で きるよ うにす るだけで はな く、一人一人の実

態 を把握 した上 で、 どの児童 も楽 しく進 んで演奏で きるパー トや楽器の選択 を教師がア レンジ

した。それで も、難 しさを感 じて しま う児童には、 さらに演奏 し易 い楽器 に替えた り、簡 単な

旋律 に した りす ることが必要であった。また、最後 まで演奏で きた ことをのみ を評価 するので

はな く、個 に応 じ、一小節 でもできた ら評価す る ことによ り、で きた喜び を得、その ことが進

んで音楽活動 を しよ うという意欲 につなが っていった。 また、学習カー ドを 「チ ャレンジカー

ド」(資 料1)と 名付 け、合格 した ところか らシール な どで記 してい った。 こ うす る ことによ

り、自分 の学習成果 が分 か り、「もっとや りた い」という意欲や 「合格す るため に練習 しよ う」

とい う向上心 にもつながった。

(資料1)

(資 料1)

Eき5き5星 ノ チ †フレン ジ カ 『 ド

☆ 《搬 う星〉のふし一
㈲わゆ

☆ 〈おり姫星〉のふし一
励 ゆ

華睡舞垂碧一
鵬

☆ ぐ牢リオン幽 のふし一
励

☆ 〈ひご星〉のふし一一 ㈱⊃
一

樋

☆ 〈流れ星〉のふし

華≡華琴妻_
励 勇

樋
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イ 実践事例(第6学 年 歌唱)

8小 節 のフレーズ ごとに区切 り、自分の歌えそ うな部分か ら練 習に取 り組 ませ た。各パー ト

の単旋 律 を歌って聴 き合って いく活動 を 「学習1」 、小集団相互 も含めて各パー トを重ねなが

ら歌 って聴 き合 う活動 を 「学習2」 とし、学習過程 を明確 にした。そ う した ζとによ り、児 童

が今 自分 はどの くらいのことができているのか を知 り、次は何 を練習 した らいいのか という目

的意識が もてるよ うにな った。(資 料2)

「歌よ あ りがとう 」 チ やレンジカード

り シングアソングー・シンブア9ノンプシンプア"ンプ う たそ三ゴ シン〆アソングシングアソングあ わ ぜ て

掌冒1

音 程 大εなβ
孝冒2

合唱 重唱
　

一 酬ズ6㈱つttdi5
シングアソンプシングアソング ひ び け うノ・こえい魑 で し も

◆ 歌声いつまでも

ヴ

　一
掌冒1

音程 大εな声

.宰 響2

合 唱 重唱

禽bσ)琶 に気ちつct(スう

シのング アソ　 ング ひ び け

▼ ラララ(中 音)

　ウ 考 察「チ ャ レンジカー ドをまたや ってみた いですか」とい うアンケー トに、ほ とん どの児童が 「ま
たや って みた い」 と答えた。その理 由 としては 「うま くな りた い」 「自分の 目標 ができる」 と

いった 自分に関す るものが多かった。 また、チ ャレンジカー ドは、個人の学習活動の見通 しが

もて るよ うに考えた ものであるが、「友達 と仲 よくや りた い」 「あの子 はあれを頑 張 りた いん

だな と分かるか ら」 といったよ うな友達の ことを考えている理 由もあった。

この ことか らチ ャレンジカー ドは、意欲や 目的意識 を持続 させて 自分を高めてい くだけでな

く、友達 とのかかわ りを深めて いくのに有効であった と考 え られ る。 しか し、 「むず か しい」

「お も しろくない」 と感 じて いる児童 も数名お り、学習が遅れがちな児童への配慮が十分で な

かった ことも考 え られる。今後は児童一人一人 に応 じた支援 のための補助的な活動をさ らに考

える必要がある。

掌冒1音
程 大δなβ

掌冒2
筒琶と 低琶と

禽(武(音1ら き し、こ
スベシャル ー
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(4)選 択 の場 を多 く設定 した学習過程

学習過程 の中に、児童が 自分 たちで選択できる場面 を多 く設定 し、思 いや願いが多様な活動

を通 して実現できるよ うに した。 また、一人一人が身 に付 けた力を生か した方法を選択 し、発

想 をよ り生かせる工夫ので きることが、身 に付 けた力 を生か して進んで音楽活動す る ことにつ

ながる と考 えた。

実践事 例(第6学 年 器楽)

ア 題 材名 「自分たちのアンサ ンブル をつ くろう」

イ 題 材の 目標

・自分たちのイメー ジを生か して、 アンサ ンブルを工夫す るようにす る。

・友達 と気持 ちを合わせ て、ア ンサ ンブル を演奏す るよ うにする。

ウ 教材 「ラバース コ ンチェル ト」

工 研 究主題 との関連

身 に付 けた力 を生か して進 んで音楽活動 をす るた めに、身に付 けた力を生かせ る発想 ・方

法 ・工夫 を重視 し、自分たちで選択す る場面を学習過程の中に多く設定 した。

〈身 に付けた力を生か して〉

(ア)児 童が 自分で選択 し、活動 できるよ うな指導計画 を工夫する。

・パー トを選択す る ・楽器 を選択す る

(イ)児 童 の発想を大切 にし、身に付 けた力を生か して工夫できるよ うな場面を設定す る。

・イ メージを考 える ・編 曲や変奏の工夫 をす る(旋 律の変化 、 リズムの変化 、パー トを

ふやす、か ざ りのふ しを加える、前奏をつ くる、パー トによっては編曲や変 奏を しない

等)・ 音色や奏法、強弱、速度な どを工夫する

く進んで音楽 とかかわる〉

児童 の発想 をもとに学習課題 を決定 し、意欲 を持って進 んで取 り組 めるようにす る。

・児 童の発想 を もとに曲名を決め る

・児 童の発想 を もとに、曲名に合 う工夫をする

オ 主な学習活動と選択や工夫の場の児童の様子

主な学習活動(選 択や工夫◆) 児童の様子

〈第一次〉曲の構成や各パー トの特徴をつかむ

第1時

・リコー ダーで演奏す る

・グルー プでパー ト分担 を決 める◆ 、

第2時

・グルー プで リコー ダー アンサ ンブ

ル をす る

◆ 、パー トの選択

A児 ふ しがきれいでわかりやすいか ら、①がいいな

B児 ちがう感 じが して②がおもしろいよ

C児 長い音が多 くて、ぼくは③がや りやすいな

D児 リズムがかっこいいか ら、私は④をやってみた

いな
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〈第二次〉自分たちのイメージに合っ

たアンサ ンブルを工夫する

第3時

・グループで自分たちの演奏 したいア

ンサンブルのイメージを話し合う

◆2

・イメージに合う曲名を考える◆ 。

・曲名に合う変奏や編曲の方法を話し

合 う◆4

・曲名に合 う楽器を選ぶ◆ 。

第4時

・担 当した楽器で、楽譜通 りに演奏す

る

・グループでイメージに合 う変奏や編

曲を工夫する◆ 。

第5時

・グループごとに完成したところまで

発表 し、意見を交換する

・意見を参考にして、最後まで完成さ

せる

・できた部分を発表する

第6時

・全曲通して演奏 し、発表の準備をす

る

第7時

・発表 して聴き合う

◆,イ メー ジを考 える ◆ 。曲名を考 える

1班 カウボー イが 馬で走 っているよ うな、楽 しくは

ずむ感 じの 「ラバース カ ウボーイ」

2班 ○君のイメー ジで 「○○ コンチェル ト」

3班 オル ゴールみたい に響 く音色の 「オルゴール コ

ンチ ェル ト」

4班 オーケス トラのコ ンサー トみた いな音 にした い

か ら 「ラバース コ ンサー ト」

◆4変 奏や編曲の方法の選択 ◆ 。楽器の選択

1班 ② と④を木琴ではずむリズムに変えてみよう

④はバス木琴だよ

2班 リコーダーでふしの区切りにかざりをつけよう

②は に と」でおもしろい音だよ

3班 鉄琴やグロッケンの音を使おう

③を細かい音にするとどうかな

4班 ①はキーボー ドでバイオ リンの音色にしよう

音を増やしてた くさん重ねると、オーケス トラの

感 じが出るかな

◆ 。変奏や編曲の工夫

1班 馬が走る 「パカラッチョ」のリズムにしたよ

2班 かざりのふ しは○ さんとよびかけるようなリズ

ムだよ木琴で楽 しい前奏もつくったよ

3班 音をのばす と響く感じがするかな

グリッサンドでかざりを入れてきれいにしたよ

4班 ①は第2バ イオリンみたいに下のふしをつくっ

て重ねたよ ③ も鉄琴の音をふやしたよ

力 考察

一 人一人が身に付けた力を生か して楽器やパー トを選択 し、発想 を生か して変奏や編 曲の方

法を工夫す ることで、児童が進んで音楽活動 に取 り組む様 子が見 られた。 また、児童の感想か

ら、 自分に合った方法で活動す る中で 自分の力を生かせ ることを実感 し、 自分 の発想が尊 重さ

れ音 として実現 して いくことで、一人一人の活動の意欲 につながる ことが うかがえた。

表現形態 の選択 は取 り組 みやすい ものであるが、それが役割 を分担す ることにとどまらず、

音楽的な質の深ま りをめざす ことが大 切である。 また、課題別 グルー プの中では、一人一人の

児童 を生か しにくい場面 もある。 グルー プの課題 をもとに した個人の課題が必要で ある。
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(5)学 習過程の明確化

学習の流れを明確 にする ことによ り、児童 は見通 しをもって学習 し、 自分たちの活動 の最終

的なイメージや、そ こに至るまでの段階をよ り具体的 に予想できる。そ して、一つ一 つの活動

の意味や次の活動予定 をつかむ ことで、児童は、 自分の課題や活動の 目的をよ り明確 に と らえ

ることができる。 この ことが、進 んで音楽活 動をす る ことにつ ながる と考 え、 前述の(4)の 実

践事例(第6学 年)で 以下の実践 をした。

ア 実践事例(第6学 年 器楽)

前述の事例 では、題材名 「自分たちのアンサ ンブル をつ くろう」を、児童 には 「変身!『 ラ

バース コンチ ェル ト』」 と提示 した。そ して学習 過程を明確 にす るために、次 の通 りの学習

の流れ を掲示 し、児童が いつで も確認できるようにした。

変身!「 ラバース コンチ ェル ト」

1リ コーダーで演奏 しよう

2ど んな曲にす るか考えよう

・曲名をつけよう

・解説を書 こう

・楽器 を決めよう

3自 分たちの 「○○○○ コンチ ェル ト」をつくろう

・楽ふ どお りに合奏 しよう

・曲名 に合 う工夫をしよう

・できた ところまで発表 しよ う

・きき合って意見を出し合お う

・意見 を参考にして、最後 まで完成 させよう

4発 表 の準備をしよ う

・曲名に合 う音で演奏 しよう

5発 表会 をしよう

・楽 しく演奏しよう

・友達のよい工夫 を見つけよう

〈児 童 のカ ー ドか ら〉

(班 名

曲 名

「オルゴールコンチェル ト」

解 説

)

・オルゴールみたいに、ひび く

感 じにする。

・リコーダーでやる時の速 さ

●③の音を変えた .(リ ズム)

'① にかざりをつけた。

楽 器 名 前

① グ ロッケン

② リコータ㌧

③ オ励'ン

④ 鉄琴

イ 考察

授業で は学習の流れを常時掲示 し、毎時間の授業でその中の位置 を示 して本時の段階や 活動

内容 を確認 した。そ うす る ことによ り、児童 は本時の活動の 目的や課題 をよ り具体的 にもつ こ

とができた。 さらに、グルー プごとの活動のめあてや内容 も同時に掲示 した り、学習カー ドに

記録 した りす ることで、前時までの活動を振 り返る ことができ、次の活動 に進 みやす くな った。

また、本題材全体 の予定時間数 を知 らせた り、次時の学習 内容の予告 をした りす ることで、児

童が時間配分 を意識 して 自主 的に活動す ることへっながった。

以上の ことか ら、学習過程 を明確 にす ることが、児童が進んで音楽 とかかわるうえで重要で

ある ことが明 らかになってきた。
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(6)身 に付 けさせ たい力 を教師が提示 し支援 した指導事例

歌唱表現 に対す る一人一人の思 いをつかむためのア ンケー トによ り、児童 の情意面 と技能面

の実態が明 らかになった。それ をもとにさらに身 に付 けさせた い力を教師が提示 し、常 に児童

に意識させ ることで、力の定着 と向上が 図れるのではな いかと考 えた。また、 曲想の違 う曲を

2曲 に絞って取 り上げた。それは、児童が希望す る曲 を選 ぶ ことで、思いを生か して表現 でき

るのではないか、あるいは曲想の違 いを感 じ取 った り表現を工夫 した りして、進んで音 楽 とか

かわ ることができるので はないか と考えたか らで ある。

実践事例(第4学 年 歌唱)

ア

イ

ウ

題材名 「のびのび と歌お う」

題材の 目標

・自然で無理のない声で歌 う

・友だちと声 を合 わせて歌 う楽 しみを味わ う

・曲想 を感 じ取 り、思 いを込 めて歌 う

教材 と教材選択の理由について

「ぼくらのクラス」は、元気で歯切れよ く、親 しみやす い歌詞であるため、子 どもた ちが リ

ズム に乗 って楽 しく歌える曲であ る。

「友だ ち」は、 中学年の児童 にとって心情的 に理解 しやす い歌詞 で、なめ らかなふ しに気持

ち を込 めて歌いやすい曲である。

工 教師 の支援 と児童の様子

響饗薗w薗 副菌 副1罫箇 副菌 副闘 酬副i
逡秀一_■ 但 慰_..1莞 勉 」 謬 霧2碧2_.誘 里.,.携 鎗2.一,.鮎y到_傍 翌磐 三2_.,

「ぼくらのクラス」グルー プ

A児 の様子や活動

議

酬

第

一

次

曲

の

感

じ

を

つ

か

む

様子

歌うことにあまり意欲的ではない。口の開け方や声

小さい。

つ ぶ や き

高い声がでない。のどがかわくから歌はいやだな。

きれいな声は変な感 じがする。

教 師 の 支 援

「顔全体で息を吸って ごらん。姿勢に気を付けよう。」

「もう少し口を動かそうよ。「ヤッホホ」はむこうの

校舎まで届くように歌ってみよう。」

↓

活 動 の 変 容

い始めの息の吸 い方に気を付けようという様子が

「友 だち」 グルー プ

B児 の様子や活動

一 ・様 子

歌うことは嫌いではない。地声で声を大 きく張 り

上げて歌う。音程がピアノの音や周りの児童の声

と違っていて も気にせず歌う
J

・一 つ ぶ や き

のどがいたいなあ。もっと声が出せるようにがん

ばりたい

教 師 の 支 援

「顔全体で息を吸ってごらん。姿勢に気を付けよう。

隣 に座っている友だちに聴かせてあげるように歌

ってみよう。」

↓

1・一 活 動 の 変 容
1
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第

二

次

曲

の

歌

い

方

を

工

夫

す

る

第

三

次

財

麺

i_gmeha________」

グ ル ー プ 内 で の 様 子

大切に歌いたいところを相談する時間では友だちの

話を静かに聴いていた。

グループで練習す るときは口を動かしている。

グループ内では 「ルルル～」「ファイ トファイ トフ

ァイ ト」「歌え歌え高く」「進め進め強く」を大切に

歌おうと話がまとまる。

同 じ グ ル ー プ の 児 童 の ア ン ケ ー トか ら

元気になる。明るくていい感 じ。楽しい感 じがすき。

歌っていて気持ちがいい。 大きな口で元気よく歌

う。高い声をきれいに出したい。 みんなに声を合

わせて歌う。「ルルル～」はやさしく歌う

教 師 の 支 援

「今 日の口の開け方はよかったよ。いい顔をして歌っ

ていたね。」

↓

A児 の アンケー トか ら

気持ちを込めて歌う。声をもっと大きくだす。

歌声の変容

膿 管繋 綴 黎ξL

やさしい声で歌お うとする意欲が感 じられた。

・一一 グ ル ー プ 内 で の 様 子 一

友だちに 「○君の声がでかすぎる」 と言われる。

困った表情 をした り 「みんなが声 をだしてくれな

いんだから～」と反論 したりしている。

グループ内では 「でも 今 日から友だちだね」

「いっしょにす ごすいろんな時が とても楽しみだ

ね」「さみしいとき くや しいとき 楽しいとき

うれ しいとき」 を大切に歌お うと話がまとまる。
」

・同 じ グ ル ー プ の 児 童 の ア ン ケ ー トか ら

ゆっくりで歌いやすい。ピアノがきれい。友だち

となかよ くできそう。きれいな声がだせるところ

が好き。やさしく、心を込めて歌いたい

教 師 の支 援

B児 へは 「歌 っていてCさ んの声は聴 こえてる?」

他の児童へは 「Bと 同じくらいの声 の大 きさで 歌

おうよ」と助言 ↓

・一一・一・-B児 の ア ン ケ ー ト か ら 一一

「で も」 と 「とて も 楽 しみ だ ね 一 」 と伸 ば す と こ

ろ を や さ し く歌 い た い

・一 一一一 歌 声 の 変 容

まわ りの友だちの声に合わせてやさしい声で歌 う

ようになった。

B児 の感想 … みんなの声 といっ しょになれて

よかった。大切に歌うところがちゃんとできた。

オ 考察

児童が歌 うことが楽 しい とは感 じて いなか った り、 自分 の声や友だちの声を聴 きなが ら歌 う

ことに気付いて いなかった りしたため、曲想の違 う2つ の曲 を歌い比べた り、曲を選んで グル

ー プ練習を した りする活 動を設定 した。そ して、教師が発声、呼吸、姿勢や表現 の工夫な どに

つ いて児童 に提示 し、具体的 に支援 をする ことで歌 うことに慣れた り、曲想 の違 いに気付いて

歌へ の意欲 を深め られ た りして、意欲的に歌 う児童が次第 に増えて きた。また、 自分の声や友

だちの声の変化 も感 じ取れ るようにな っていった。

このよ うに、 中学年 の児童 にとっては、身 に付けた力 を生か して、進 んで音楽 にかかわって

いくため には、教師が具体的な手だて を提示 してい くことが有効である と考 えられる。
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III研 究の成果 と今後の課題

本研究 を進 めるにあた っては、一人一人の児童がそ の力を十分 に発揮 し,充 実 した音楽活動

がで きるよ うに した いという研究員共通の思いが あった。そ こを出発点 とし、テーマを設定 し

て論議 と授業研究で検証 を重ね 、研究を深めた。そ の結果 、研究の成果 と課題 として以下の こ

とが明 らか になった。

r成果』

1音 楽活動 をす るため に必要な力は、情意 と技能 の両面にあ り、学習 を進め る中で相互 に

関連 し合い、互 いに高 まって いくことを授業 の実践 を通 して実感で きた。 また、情意面 に

お いては、児童 の音楽活動に対する思いや願 いを知 ることによ り、学習過程や学習活動 を

工夫す る手掛か りにな った。

2児 童の意識 の変化 を丁寧 に見 ることで、学習 に対する充実度や達成度、満足度 を知 るこ

とがで きた。また、技能面にお いては、児童一 人一人が現在 もって いる力 を分析す ること

で、今 どのよ うな活動ができるのか、さらに、今後 どのよ うな力を付 けさせたいかが明確

にな ってきた。

3身 に付けた力を分析する ことによ り、その力を生か した授業の展 開を工夫す る ことがで

きた。特 に、スモールステ ップや複数で多様 な学習過程を用意 した ことによ り、児童一人

一 人の意欲 を持続 させた り、一人一人に応 じた支援 をした りす ることがで きた。

r課題』

1身 に付 けた力を把握す るための観点や項 目は、題材や教材 に合わせて、 よ り適 切で具体

的にす る必要がある。

2身 に付 けた力や その定着度 については、よ り客観性が高 く分か りやす い基準が必要で あ

る。

3本 研究で は小集団をはじめ として少人数での活動が多かったが、今後 は少人数での音楽

活動 と多人数での音楽活動 との関連を追究する必要が ある。

4本 年度 は歌唱 と器楽 においての検証授業 にとどまったので、今後 、鑑賞 にっいて も授業

を通 して研究 を深める必要がある。

研究期 間中にお いては、解決 しては検討 し,再 び解決 してまた検討す る ことの繰 り返 しが続

いた。振 り返ると、1年 間 という期間が この研究 を進 めるのに実 に短い時間であった ことを実

感 させ られる。 また、研究 を続 けると、当然である と思われていた ことについて、改めてその

価値 に気 付 くことがある。本文中のアンケー トや グルー プ活動について の検討が、そ の ことを

よく示 していた。

本研究 は、授業改善のための出発点である。今後 さ らに、児童が身に付 けている基礎 ・基本

と現在学習を進 める中で児童が身に付 けつつある力 との適 切な把握に努 め、音楽が好 きで、現

在も将来 も自ら音楽 を求めることができるための能 力や態度 をすべての児童 に育てた い。その

ため には、残された課題 と正面か ら向き合 い、指導計画の充実 ・改善の下、 日々の授業で児童

の姿 を見失 うことな く実践 を重ねて いきたい と考 えて いる。
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